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研究業績リスト (202501) 
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61) 岡田正弘. 納豆のネバネバを誘導する ComXnattoフェロモンの同定. 日本醸造協会

誌, 2018, 113, 744–750. 
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51) T. Mitsuhashi, M. Okada, and I. Abe. Identification of chimeric abg diterpene synthases 
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6) M. Okada, I. Sato, S.J. Cho, D. Dubnau, and Y. Sakagami. Chemical synthesis of ComX 
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4) 岡田正弘, 坂神洋次. 枯草菌の ComX フェロモンに見られる新規翻訳後修飾. 化学

と生物, 2006, 44, 356–357. 
3) M. Okada, I. Sato, S.J. Cho, H. Iwata, T. Nishio, D. Dubnau, and Y. Sakagami. Structure of 
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産業財産権 
出願 
2) 菅裕明, 後藤佑樹, 阿部郁朗, 岡田正弘, 井上澄香. ペプチドライブラリーの製造

方法. 特願 PCT/JP2019/40975 (T0529AJP0018), 1年 10月 17 日 (国際). 
1) 菅裕明, 後藤佑樹, 阿部郁朗, 岡田正弘, 井上澄香. ペプチドライブラリーの製造

方法. 特願 2018-196102 (T0529JP018), 30年 10月 17 日 (国内). 
 
外部資金獲得状況 
・科学研究費補助金 
10) 令和 6年度 (平成 31年) ~ 令和 8年度  3,500,000 円 (直接経費) 
基盤研究(C)   代表   日本学術振興会 
トリプトファン残基のプレニル化の普遍性と機能解明研究 課題番号 24K08622 
9) 令和 3年度 ~ 令和 5年度   4,900,000 円 (直接経費) 
挑戦的研究 (萌芽)  代表   日本学術振興会 
微生物が生産する新規ペプチド型フェロモンの探索  課題番号 21K19056 
8) 令和 1年度 (平成 31年) ~ 令和 4年度  13,400,000 円 (直接経費) 
基盤研究(B)   代表   日本学術振興会 
翻訳後修飾を受けた新規ペプチドフェロモンの探索 
7) 平成 29年度 ~ 平成 30年度    5,800,000 円 (直接経費) 
新学術領域研究「生合成リデザイン」公募研究 代表 日本文部科学省 
生合成リデザインによる非天然セスタテルペンの創製研究 
6) 平成 28年度      1,000,000 円 (直接経費) 
基盤研究(A)   分担 (代表; 阿部郁朗) 日本学術振興会 
複雑骨格天然物の生合成マシナリーの解明と物質生産 
5) 平成 24年度 ~ 平成 28年度   20,900,000 円 (直接経費) 
若手研究 (A)   代表   日本学術振興会 
クオラムセンシングを誘導するペプチドフェロモンに見られる翻訳後修飾の機能解

明研究 
4) 平成 25年度 ~ 平成 26年度    5,500,000 円 (直接経費) 
新学術領域研究「生合成マシナリー研究」公募研究 代表 日本文部科学省 
トリプトファンイソプレニルトランスフェラーゼのメカニズム解明とマシナリーの

構築 
3) 平成 23年度 ~ 平成 24年度    3,000,000 円 (直接経費) 
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挑戦的萌芽研究   代表   日本学術振興会 
イソプレニルトリプトファン含有ペプチドの探索 
2) 平成 21年度 ~ 平成 22年度    3,500,000円 (直接経費) 
若手研究(B)   代表   日本学術振興会 
ハエトリソウ補虫運動に見られる「記憶」現象に関与する「記憶物質」の化学的研究

1) 平成 19年度 ~ 平成 20年度    3,300,000円 (直接経費) 
若手研究(B)   代表   日本学術振興会 
食虫植物ハエトリソウの「記憶」現象に関する化学的研究 
 
・民間財団など 
10) 平成 30年 4月〜令和 2年 3月 (終了予定)   3,000,000 円 
2018年度 内藤記念科学奨励金 (研究助成) 代表 内藤記念科学振興財団  
ゲノムシャッフルによる非天然物の創製 
9) 平成 29年 4月〜平成 31年 3月     2,000,000 円 
2017年度 旭硝子財団研究奨励 (第 1分野)  代表  旭硝子財団 
クオラムセンシングフェロモンを介した腸内細菌とヒトのクロストーク 
8) 平成 29年 4月〜平成 31年 3月     2,000,000 円 
平成 29年度 野田産研研究助成 代表  野田産業科学研究所 
ゲノムシャッフルによる新規二次代謝産物の探索 
7) 平成 29年 4月〜平成 31年 3月    3,000,000 円 
平成 29年度 SUNBOR GRANT 代表  サントリー生命科学財団 
新規クオラムセンシングフェロモンを介した細菌叢と宿主のクロストークに関する

研究 
6) 平成 28年 12月〜平成 29年 12月 (終了予定)   1,000,000 円 
平成 29年度 調査研究助成 代表 鈴木謙三記念医科学応用研究財団 
クオラムセンシングフェロモンを介した細菌叢と宿主のクロストーク 
5) 平成 28年 3月〜平成 30年 2月 (終了予定)   3,000,000 円 
小林国際奨学財団 (研究助成) 代表  小林国際奨学財団  
翻訳後修飾によるトリプトファンのイソプレニル化の普遍性の解明 
4) 平成 28年 4月〜平成 29年 3月      500,000 円 
富山大学和漢医薬学総合研究所共同研究 代表 富山大学和漢医薬学総合研究所 
薬用植物や共生微生物におけるプレニルトリプトファン合成酵素の機能解析研究 
3) 平成 27年 4月〜平成 29年 3月     2,000,000 円 
武田科学振興財団 2015 年度 薬学系研究奨励 代表 武田科学振興財団 
翻訳後修飾によるトリプトファンのイソプレニル化の機能解明研究 
2) 平成 23年 4月〜平成 25年 3月     3,000,000 円 
内藤記念科学奨励金 (研究助成)  代表 内藤記念科学振興財団  
バクテリアが分泌する翻訳後修飾によりイソプレニル化されたオリゴペプチドの新

規機能解明研究 
1) 平成 18年 4月〜平成 19年 3月      750,000円 
財団法人伊藤科学振興会研究助成  代表 伊藤科学振興会 
食虫植物ハエトリソウの「記憶」現象に関する化学的研究 


